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凡例

(1) このリストは、敦煌・吐魯番等の遺跡から發見された寫本を主とする文
獻の目録・圖録を所藏國（地域）別に列擧したものである。また釋録や
個別研究についても圖版を有するものに關してはできるだけ採録するこ
ととした。

(2) 收録される文獻の所藏國（地域）が複數にわたるものについては、收録
される寫本數の割合が高い國（地域）の欄にのみ擧げた。その際には、
所藏國（地域）を書誌情報の末尾の（　）内に示した。なお、各國にわ
たる總合目録・圖版の類については別に項目を立てることとする。

(3) 釋録については、圖版の有無を書誌情報の末尾の（　）内に示した。

［例］

・ James Russell Hamilton，Le conte bouddhique du bon et du Mauvais
prince en version ouigoure: manuserits ouigours de Touen-Houang，
Paris，Centre national de la recherche scientifique，1971（英佛）（有）

(4) それぞれ項目ごとに年代順に配列した。ただし、同一タイトルで複數回
に分かつものについては、一カ所にまとめた。

(5) 書名の後ろに＋を附したものは刊行繼續中のものである。2008年 1月時
點において確認できているものを採録する。

(6) 再録については可能な限り注記するが、再版・影印については割愛した。

III. 中國（大陸；旅順および李盛鐸舊藏を除く）
(i)目録

(1)李翊灼「敦皇石室經卷中未入藏經論著述目録：疑僞外道目録附」『古學彙刊』，
1912，第三編 01-15葉
　再録：商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務印書館，1962，pp.338-343

(2)京師圖書館編『敦煌石室經卷總目』1912完成1

(3)「北平京師圖書館所藏燉煌寫經總目録」高楠順次郎編『昭和法寶目録』第一
卷，「燉煌本古逸經論章疏并古寫經目録」東京，大正一切經刊行會，1929，
pp.1058-1060

(4)陳垣編『敦煌劫餘録』（全六册）北平，國立中央研究院歴史語言研究所，1931

1方廣 「北京圖書館藏敦煌遺書勘査初記」（『敦煌學輯刊』1991年第 2期，pp.1-12）によれば、
文書番號、寸法、卷首と卷末の文字を記す「財産台帳」として作成されたものであるらしい。
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(5)國立北平圖書館寫經部編『敦煌石室寫經詳目（附檢目）』、『敦煌石室寫經詳目
總目續編』1935完稿，未刊
　再録：「敦煌石室寫經詳目續編總目」2（方廣 「北京圖書館藏敦煌遺書勘
査初記」pp.1-12に附載）『敦煌學輯刊』1991年第 2期，pp.6-10
　日本語譯3：「敦煌石室寫經詳目續編總目」（方廣 撰・神野恭行譯「北京圖
書館所藏敦煌遺書勘査初記」pp.(97)-(128)に附載）『禪文化研究所紀要』第
23號，1997，pp.(110)-(116)
　改編再録：「敦煌石室寫經詳目續編總目」（方廣 『敦煌學佛教學論叢』（上）
所收「北京圖書館藏敦煌遺書勘査初記」に附載），香港，中國佛教文化出版，
1998，pp.159-195

(6)許國霖『敦煌石室寫經題記匯編目録』1936

(7)許國霖『敦煌石室寫經題記與敦煌雜録』（全二册／上輯・下輯），上海，商務印
書館，1937

(8)「燉煌卷子目録」4，董康『書舶庸譚』卷九，誦芬室，1939，30-31葉（民國二
十五年九月十一日の條）
再録：「劉幼雲藏燉煌卷子目録」商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商
務印書館，1962，pp.326-327

(9)①方囘（向達）「附録國立敦煌藝術研究所後園土地廟殘塑中發現藏經初歩檢點
略表」5（「國立敦煌藝術研究所發見六朝殘經」pp.107-110に附載）『圖書季
刊』「學術界消息」新第五卷第四期，1944（中華民國三十三年十二月出版），
pp.108-110

　②常書鴻「燉煌藝術研究所發現六朝殘經」6，顧頡剛・劉熊祥主編『史學雜誌』
創刊號，重慶，史學雜誌出版社，1945年 1月，pp.101-109

　③-1 蘇瑩輝「附目」（「記本所發見北魏寫經」に附載）『西北日報』國立西北圖
書館主編「西北文化」第 23期，1945年 4月 24日

2再録の説明によれば、本『詳目』は『劫餘録』所收の敦煌遺書すべてについて改めて校訂を加
え、分類著録したものであるという。戰火のため公刊されず、1990年になって再度發見されたら
しい。

3譯者追記によれば、『敦煌學佛教學論叢』に收録予定の原稿を著者から提供してもらったとい
うことであるが、『論叢』p.162, l.12～p.164, l.4の部分は欠ける。

4黄公渚からの手紙に附されていた劉幼雲所藏敦煌卷子目録の摘録。
5これは、民國 33年（1944）土地廟の塑像の體内から發見された寫本 68點の目録である。以下

①、②、③は基本的に同一の目録であるが、①はタイトルの通り「略表」であり、寫本年代、紙高、
紙幅、殘缺、備考の項目が省かれている。いずれを初出とも決めがたいため、ここでは併記するこ
ととした。（a)（b)（c)は、③-1、③-2で二回に分けて發表された目録と同内容である。また②に
收録の「報告」の末尾に、
　「參加檢驗本所職員：常書鴻 張琳英 劉榮曾 李浴 陳延儒 蘇瑩輝 邵芳 陳芝秀 董希文 辛普德　
監驗人：向達 夏鼐 閻文儒　記録：蘇瑩輝 李浴 劉榮曾」との記載があり、向達、常書鴻、蘇瑩輝
ともにこの寫本の發見に關わっていたことがわかる。

6目録の前に「國立敦煌藝術研究所中華民國三十三年八月三十日發現藏經初歩檢驗報告」を收録
する。
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　③-2 蘇瑩輝「本所新發見北魏寫經草目（續）」『西北日報』國立西北圖書館主編
「西北文化」第 25期， 1945年 5月 9日
　［參考］「記本所發見北魏寫經」（本文部分のみ；目録なし）については、
　 (α)「記本所新發見北魏寫經」馮志文・楊際平主編『中國敦煌學百年文庫』
綜述卷（一），蘭州，甘肅文化出版社，1999，pp.69-70
　 (β)「敦煌藝術研究所新發現北魏寫經」敦煌研究院編『敦煌研究文集　敦
煌研究院藏敦煌文獻研究篇』蘭州，甘肅民族出版社，2000，pp.10-12
　に再録されている。
　再録（目録部分）：
　 (a)「國立敦煌藝術研究所中華民國三十三年八月三十日發現藏經初次査驗
目録」7（「第六章 新發現的寫本卷子」に附載）蘇瑩輝『敦煌學概要』(下編)，
台北，中華叢書編審委員會，1964，pp.168-179；台北，五南圖書出版，1988，
pp.249-264
　日本語譯：「新發見の寫本卷子全部目録」（荻原正三編著『敦煌千佛洞』8東
京，株式會社シルクロード，1978，「第十一章 新發見による寫本卷子」に附
載）pp.150-154
　 (b)向達「附：《民國三十三年八月三十日國立敦煌藝術研究所在本所（即中
寺）後園土地廟殘塑像中發現藏經初歩檢點報告》」(「國立敦煌藝術研究所發
見六朝殘經」に附載)閻文儒・陳玉龍編『向達先生紀念論文集』烏魯木齊，新
疆人民出版社，1986，pp.3-11
　 (c)9 向達「附：《民國三十三年八月三十日國立敦煌藝術研究所在本所（即
中寺）後園土地廟殘塑像中發現藏經初歩檢點報告》」（「國立敦煌藝術研究所
發見六朝殘經」に附載）敦煌研究院編『敦煌研究文集 敦煌研究院藏敦煌文獻
研究篇』蘭州，甘肅民族出版社，2000，pp.1-9

(10)王重民『敦煌古籍敍録』北京，商務印書館，1958

(11)「羅振玉藏敦煌卷子目録」10商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務
印書館，1962，pp.327-328

(12)「傅増湘藏敦煌卷子目録」商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務印
書館，1962，p.328

7本文は再録ではなく、新たに書き改められている。目録の後に加えて、②に初出の「國立敦煌
藝術研究所中華民國三十三年八月三十日發現藏經初歩檢驗報告」を再録する。なお、施萍 「敦煌
研究院藏土地廟寫本源自藏經洞」（『敦煌研究』1999年第 2期，pp.39-46）では、報告が初めて公
開されたのは、『敦煌學概要』であるとするが、實際には 1945年時點で既に發表されているものの
再録である。

8本書は蘇瑩輝『敦煌學概要』をもとに改編和譯したものである。
9(c) は (b) の再録である。『向達先生紀念論文集』卷末の閻萬鈞「附録：向達先生著譯系年」

（pp.820-829）によれば、この論稿は 1944年に完稿の未發表論文として擧げられており、(b)は①
からの再録ではなく、手稿をもとに論文集に收録されたものである。本文については①と一致する
が、目録部分については、項目に省略は見られず、③と全く同一のものとなっている。①ではなぜ
手稿をそのまま發表せずに略表を掲載したのか、理由は不明である。

10III.中國 (ii)圖録 (1)をもとに作成された目録。
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(13)敦煌文物研究所資料室「敦煌文物研究所藏敦煌遺書目録：附 關於《敦煌遺
書目錄》的説明」文物編輯委員會編『文物資料叢刊』第 1集，文物出版社，
1977，pp.54-67
再録：馮志文楊際平主編『中國敦煌學百年文庫』綜述卷（二），蘭州，甘肅文
化出版社，1999，pp.264-286

(14)黄文煥「河西吐蕃經卷目録跋」『世界宗教研究』1980年第 2集，pp.56-62

(15)北京圖書館善本組『敦煌劫餘録續編』北京，北京圖書館善本組，1981

(16)黄文煥「河西吐蕃卷式寫經目録并後記」『世界宗教研究』1982年第 1集，pp.84-
102

(17)曹懷玉整理「西北師院歴史系文物室藏敦煌經卷録」『西北師院學報』1983年
第 4期，pp.44-46

(18)呉織・胡群耘「上海圖書館藏敦煌遺書目録――附傳世寫經及日本古寫本」
　（上）『敦煌研究』1986年第 2期，pp.93-107
　（續）『敦煌研究』1986年第 3期，pp.89-101

(19)敦煌縣博物館「敦煌縣博物館藏敦煌遺書目録」北京大學中國中古史研究中心
編『敦煌吐魯番文獻研究論集』第 3輯，北京大學出版社，1986，pp.541-584

(20)秦明智「關於甘肅省博物館藏敦煌遺書之淺考和目錄」敦煌文物研究所編『1983
年全國敦煌學術討論會文集』文史・遺書編（上册），蘭州，甘肅人民出版社，
1987，pp.459-499

(21)劉國展・李桂英「天津市藝術博物館藏敦煌遺書目録－附傳世本寫經」『敦煌
研究』1987年第 2期，pp.74-95

(22)中田篤郎編『北京圖書館藏敦煌遺書總目録』京都，朋友書店，1989

(23)張玉範「北京大學圖書館藏敦煌遺書目」北京大學中國中古史研究中心編『敦
煌吐魯番研究論集』第 5輯，北京，北京大學出版社，1990，pp.503-562

(24)李偉國「上海博物館藏敦煌吐魯番文獻綜論」『中華文史論叢』50，上海古籍
出版社，1992，pp.29-47

(25)蘇裕民・譚蝉雪「永登縣博物館藏古寫經」『敦煌研究』1992年第 2期，pp.81-84

(26)李并成「西北師範大學敦煌學研究所藏敦煌經卷録」『敦煌研究』1993年第 1
期，p.83

(27)殷光明「敦煌市博物館藏敦煌遺書目録補録」『敦煌研究』1994年第3期，pp.112-
113

(28)楊銘「重慶市博物館藏敦煌吐魯番寫經目録」『敦煌研究』1996年第1期，pp.121-
124
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(29)楊銘「重慶市博物館所藏敦煌寫經目録」『四川文物』1996年第 6期，p.22-24

(30)徐憶農「南京圖書館藏敦煌卷子考」『敦煌學輯刊』1998年第 1期，pp.77-80

(31)方廣 ・査永玲「浙江博物館所藏敦煌遺書目録」『敦煌學輯刊』1998年第 1
期，pp.60-76

(32) 惠莉・ 閣「甘肅省圖書館收藏敦煌文獻簡介」『敦煌學輯刊』1998年第 2
期，pp.73-76

(33)方廣 「中國散藏敦煌遺書目録（一）」『敦煌學輯刊』1998年第 2期，pp.77-82

(34)方廣 ・徐憶農「南京圖書館所藏敦煌遺書目録」『敦煌研究』1998年第 4期，
pp.134-143

(35)方廣 ・徐永明「浙江圖書館所藏敦煌遺書目録」『敦煌研究』1998年第 4期，
pp.124-133

(36)高田時雄「北京敦煌寫卷中所包含的藏文文獻」潘重規等著『慶祝呉其昱先生
八秩華誕敦煌學特刊』台北，文津出版社，2000，pp.127-140

(37)施萍 ・ 惠莉「敦煌研究院藏敦煌文獻敍録」敦煌研究院編『敦煌研究文集
―敦煌研究院藏敦煌文獻研究篇』蘭州，甘肅民族出版社，2000，pp.22-133

(38)王倚平・唐剛卯「湖北省博物館藏敦煌經卷概述」『敦煌吐魯番研究』第五卷，
北京，北京大學出版社，2001，pp.269-276

(39)天津圖書館歴史文獻部「天津圖書館藏敦煌遺書目録」『敦煌吐魯番研究』第
八卷，2005，pp.311-358

(40)張延清・梁旭澍・勘措吉・郭俊葉「敦煌研究院藏敦煌古藏文寫經敍錄」『敦煌
研究』2006年第 3期，pp.42-63

(41)俄軍「甘肅省博物館敦煌藏文文獻補録」『敦煌研究』2006年第 3期，pp.64-68

(42)勘措吉・黎大祥「武威市博物館藏敦煌藏文寫本」『敦煌研究』2006年第 3期，
pp.69-70

(43)孫宏武・寇克紅「張掖甘州區、高台縣兩博物館藏敦煌藏文《大乘無量壽經》
簡介」『敦煌研究』2006年第 3期，pp.71-73

(44)張耀中「酒泉博物館古藏文《大乘無量壽經》敍錄」『敦煌研究』2006年第 3
期，pp.74-78

(45) 惠莉・範軍澍「蘭山範氏藏敦煌寫經目録」『敦煌研究』2006年第3期，pp.79-85

(46)王素・任昉・孟嗣徽「故宮博物院藏敦煌吐魯番文獻目録」『敦煌研究』2006
年第 6期，pp.173-182
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(47)申國美編『中國散藏敦煌文獻分類目録』北京，北京圖書館出版社，2007

(48)「中國書店藏敦煌文獻」申國美編『中國散藏敦煌文獻分類目録』北京，北京
圖書館出版社，2007，附録 2，pp.101-103 (ZSD001-ZSD082)

(49)「首都博物館藏敦煌文獻」申國美編『中國散藏敦煌文獻分類目録』北京，北京圖書
館出版社，2007，附録3，pp.104-105 (32.1309(1)-(2), 32.1324, 32.1329-32.1330,
32.1358, 32.1729, 32.52, 32.534-32.543, 32.556-32.592, 32.761, 36.522, 1328,
31.3.331, Y51, Y61)

(50)「南京師範大學文學院藏敦煌文獻」申國美編『中國散藏敦煌文獻分類目録』北
京，北京圖書館出版社，2007，附録 4，p.106 (南師大 1-南師大 3)

(ii) 圖録
(1) 『貞松堂藏西陲秘籍叢殘』（全 6册）上虞羅氏民國中景印

第 1集（2分册）：目録（III.中國 (i)目録 (11)の 0665-0684を收録）
第 2集（1分册）：目録（同上 0685-0691）
第 3集（3分册）：目録（同上 0692-0696）

(2)鈴木貞太郎『敦煌出土少室逸書』京都，1935

(3)新疆維吾爾自治區博物館編『新疆出土文物』11，北京，文物出版社，1975

(4)『［中國敦煌展］圖録』12奈良，奈良縣立美術館，1985

(5)徐祖蕃・秦明智・榮恩奇遷編『敦煌遺書書法選：敦煌文物研究所 甘肅省博物
館 敦煌縣博物館藏』蘭州，甘肅人民出版社，1985

(6)王靖憲主編『中國美術全集 書法篆刻 2：魏晉南北朝書法』北京，人民美術出
版社，1986
　　三二　三國志寫本殘卷兩種
　　三四　晉殘紙
　　三五　諸佛要集經
　　三六　摩訶般若波羅密經
　　三七　法華經殘卷
　　三八　李柏文書
　　三九　優婆塞經殘片
　　七三　寫經殘卷13

　　一一〇　華嚴經第卌一
　　一二二　大般涅槃經卷第九14

(7)高美慶編『敦煌吐魯番文物』15上海，上海博物館・香港中文大學文物館，1987
11トルファン出土のものを中心に約 30點の文書寫眞を收録する。
12「經典」96-122に寫本寫眞を收録。
13故宮博物館藏新 137369。解説に出土地は明記されないが、上掲 III．中國 (i)目録 (47)の情報
と完全に一致するものである。

14この他、書道博物館藏の寫本一點（八四 華嚴經卷第廿九）が收録される。
151986年夏に香港で開催された展覽會の圖版。計 37點の寫本寫眞を收録する。
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(8)新疆ウイグル自治區博物館編『新疆ウイグル自治區博物館』（中國の博物館第
二期第一卷）16東京，講談社／北京，文物出版社，1987

(9)四川省博物館編『四川省博物館』（中國の博物館第二期第四卷）17東京，講談
社／北京，文物出版社，1988

(10)『敦煌吐魯番資料展覽目録』18北京，[出版者不明]，1988

(11)楊仁愷主編『中國美術全集 書法篆刻 3：隋唐五代書法』北京，人民美術出版
社，1989
　　一二　優婆塞經卷第十19

　　一六　高昌任謙墓表
　　四六　楊大智租田啓
　　五一　論語鄭氏註鈔本
　　九一　恪法師第一抄卷

(12)袁海庭編『晉魏隋唐墨迹』合肥，安徽美術出版社，1992

(13)上海古籍出版社・上海博物館『上海博物館藏敦煌吐魯番文獻』（全 2卷），上
海，上海古籍出版社，1993
　　第 1卷：上博 01-上博 47
　　第 2卷：上博 48-上博 80・上博附 01-11

(14)青海省文物處・青海省考古研究所編著『青海文物』北京，文物出版社，1994
　　 129 唐 敦煌經卷（長 170、 25.5釐米 1984年由樂都縣政協副主席侯國
柱先生損獻 青海省文物考古研究所藏 經卷用紙 34張，每張相接而成長卷。全
卷手寫楷書 933行，每行 17-18字不等，是隋唐眞本“羯摩經”。）

(15)北京大學圖書館・上海古籍出版社編『北京大學藏敦煌文獻』（全 2卷），上海，
上海古籍出版社，1995
　　第 1卷：北大D001-北大D085
　　第 2卷：北大D086-北大D246，北大附 J1-北大附 J5，北大附T1-北大附
T3，北大附X1-北大附X5，北大附C1-北大附C64

(16)上海古籍出版社編『天津市藝術博物館藏敦煌文獻』（全 7卷）上海，上海古籍
出版社，1996-1998
　　第 1卷：津藝 001-津藝 070
　　第 2卷：津藝 071-津藝 120
　　第 3卷：津藝 121-津藝 181

1682圖～108圖が吐魯番出土文書のモノクロ寫眞
17149・150「妙法蓮華經」 縱 19.2cm，横 856.6cmの寫本の部分寫眞を收録。
18同名の展覽會の圖録。北京圖書館から 58點、北京大學から 11點、天津市藝術博物館から 11
點、旅順博物館から 12點出展された寫本の寫眞が收録される。

19甘博 005。解説に敦煌寫本とは明記されないが寫本の形態など上掲 III.中國 (i)目録 (20)秦
1987の情報とほぼ一致し、收録される寫眞は中國 (iii)圖録 (19)『甘肅省博物館藏敦煌文獻（上）』
（p.32)12-1後ろから 4行目～12-2前から 6行目までに該當する。
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　　第 4卷：津藝 182-津藝 228
　　第 5卷：津藝 229-津藝 261
　　第 6卷：津藝 262-津藝 306
　　第 7卷：津藝 307-津藝 335・津藝附 01-津藝附 14

(17)天津市文物公司主編『天津市文物公司藏敦煌寫經』北京，文物出版社，1998

(18)上海圖書館上海古籍出版社編『上海圖書館藏敦煌吐魯番文獻』（全 4卷）上海
古籍出版社，1999
　　第 1卷：上圖 001-上圖 048
　　第 2卷：上圖 049-上圖 103
　　第 3卷：上圖 104-上圖 155
　　第 4卷：上圖 156-上圖 187，上圖附 1-上圖附 9

(19)甘肅藏敦煌文獻編委會・甘肅人民出版社・甘肅省文物局編『甘肅藏敦煌文獻』
（全 6卷）蘭州，甘肅人民出版社，1999
　　第 1卷：敦煌研究院藏敦煌文獻（上）：敦研 001-敦研 300（敦研 073を除
く）
　　第 2卷：敦煌研究院藏敦煌文獻（下）：敦研 301-敦研 380（敦研 366，367
を除く），敦研附 073，敦研附 367，敦研附 381-敦研附 383
　　　　　 酒泉市博物館藏敦煌文獻：酒博 001-酒博 004，酒博 006-酒博 018，
酒博附 005
　　第 3卷：甘肅省圖書館藏敦煌文獻：甘圖 001-甘圖 031，甘圖附 032
　　　　　 西北師範大學藏敦煌文獻：西北師大 001-019
　　　　　 永登縣博物館藏敦煌文獻：永博 001-004，永博附 005-008
　　　　　 甘肅中醫學院藏敦煌文獻：中醫學院 001-003
　　　　　 張掖市博物館藏敦煌文獻：張博 001
　　第 4卷：甘肅省博物館藏敦煌文獻（上）：甘博 001-047
　　第 5卷：甘肅省博物館藏敦煌文獻（下）：甘博 048-138（甘博 49，甘博 81，
甘博 133-甘博 135，甘博 137を除く），甘博附 049，甘博附 081，甘博附 133-
甘博附 135，甘博附 137
　　第 6卷：敦煌市博物館藏敦煌文獻：敦博 001-082
　　　　　 定西縣博物館藏敦煌文獻：定博 001-009
　　　　　 高台縣博物館藏敦煌文獻：高博 001-003

(20)中國歴史博物館編『中國歴史博物館藏法書大觀』（史樹青主編・西林昭一日
本版監修）第十一卷「晉唐寫經 晉唐文書」20京都，柳原書店，1999

(21)中國國家圖書館編『中國國家圖書館藏敦煌遺書』（全 7卷），南京，江蘇古籍
出版社，1999-2001
　　第 1卷：BD00001-BD00084
　　第 2卷：BD00085-BD00166

20收録される寫本の大半がトルファン出土のもの。敦煌やクチャなどからの出土寫本も數點收録
される。
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　　第 3卷：BD13801-BD13847
　　第 4卷：BD13848-BD13895
　　第 5卷：BD08680-BD09158
　　第 6卷：BD13896-BD13948
　　第 7卷：BD13949-BD14005

(22)中國國家圖書館善本特藏部・上海龍華古寺・《藏外佛教文獻》編輯部合編『中
國國家圖書館藏敦煌遺書精品選』北京，出版社不明，2000

(23)《浙藏敦煌文獻》編委會編『浙藏敦煌文獻』（全 1卷），杭州，浙江教育出版
社，2000 浙敦 001-201，浙敦附 01-03

(24)施安昌主編『晉唐五代書法』（『故宮博物院藏文物珍品全集』第 18卷）21香港，
商務印書館，2001

(25)中國國家圖書館編・任繼愈主編『國家圖書館藏敦煌遺書』＋（全 150卷の予
定；第 69卷まで既刊）北京，北京圖書館出版社，2005-
　　第 1卷：北敦 00001-北敦 00071
　　第 2卷：北敦 00072-北敦 00134
　　第 3卷：北敦 00135-北敦 00200
　　第 4卷：北敦 00201-北敦 00273
　　第 5卷：北敦 00274-北敦 00358
　　第 6卷：北敦 00359-北敦 00435
　　第 7卷：北敦 00436-北敦 00502
　　第 8卷：北敦 00503-北敦 00600
　　第 9卷：北敦 00601-北敦 00669
　　第 10卷：北敦 00670-北敦 00759
　　第 11卷：北敦 00760-北敦 00825
　　第 12卷：北敦 00826-北敦 00881
　　第 13卷：北敦 00882-北敦 00943
　　第 14卷：北敦 00944-北敦 01000
　　第 15卷：北敦 01001-北敦 01061
　　第 16卷：北敦 01062-北敦 01131
　　第 17卷：北敦 01132-北敦 01200
　　第 18卷：北敦 01201-北敦 01254
　　第 19卷：北敦 01255-北敦 01314
　　第 20卷：北敦 01315-北敦 01400
　　第 21卷：北敦 01401-北敦 01494
　　第 22卷：北敦 01495-北敦 01600
　　第 23卷：北敦 01601-北敦 01698
　　第 24卷：北敦 01699-北敦 01800
　　第 25卷：北敦 01801-北敦 01868
　　第 26卷：北敦 01869-北敦 01931

21pp.143-236「寫經・寫本」20-33（24, 26, 28, 29-32を除く）に敦煌寫本を收録する。
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　　第 27卷：北敦 01932-北敦 02000
　　第 28卷：北敦 02001-北敦 02067
　　第 29卷：北敦 02068-北敦 02123
　　第 30卷：北敦 02124-北敦 02200
　　第 31卷：北敦 02201-北敦 02254
　　第 32卷：北敦 02255-北敦 02310
　　第 33卷：北敦 02311-北敦 02400
　　第 34卷：北敦 02401-北敦 02500
　　第 35卷：北敦 02501-北敦 02600
　　第 36卷：北敦 02601-北敦 02700
　　第 37卷：北敦 02701-北敦 02792
　　第 38卷：北敦 02793-北敦 02873
　　第 39卷：北敦 02874-北敦 02953
　　第 40卷：北敦 02954-北敦 03000
　　第 41卷：北敦 03001-北敦 03065
　　第 42卷：北敦 03066-北敦 03132
　　第 43卷：北敦 03133-北敦 03200
　　第 44卷：北敦 03201-北敦 03272
　　第 45卷：北敦 03273-北敦 03346
　　第 46卷：北敦 03347-北敦 03400
　　第 47卷：北敦 03401-北敦 03461
　　第 48卷：北敦 03462-北敦 03528
　　第 49卷：北敦 03529-北敦 03600
　　第 50卷：北敦 03601-北敦 03659
　　第 51卷：北敦 03660-北敦 03717
　　第 52卷：北敦 03718-北敦 03800
　　第 53卷：北敦 03801-北敦 03914
　　第 54卷：北敦 03915-北敦 04000
　　第 55卷：北敦 04001-北敦 04100
　　第 56卷：北敦 04101-北敦 04200
　　第 57卷：北敦 04201-北敦 04278
　　第 58卷：北敦 04279-北敦 04355
　　第 59卷：北敦 04356-北敦 04419
　　第 60卷：北敦 04420-北敦 04508
　　第 61卷：北敦 04509-北敦 04600
　　第 62卷：北敦 04601-北敦 04697
　　第 63卷：北敦 04698-北敦 04781
　　第 64卷：北敦 04782-北敦 04849
　　第 65卷：北敦 04850-北敦 04929
　　第 66卷：北敦 04930-北敦 05000
　　第 67卷：北敦 05001-北敦 05070
　　第 68卷：北敦 05071-北敦 05134
　　第 69卷：北敦 05135-北敦 05200
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(26)國家圖書館編『文明的守望――古籍保護的歴史與探索』22北京，北京圖書館
出版社，2006

(27)《中國書店藏敦煌文獻》編輯委員會編『中國書店藏敦煌文獻』北京，中國書
店，2007 (ZSD001-ZSD093)

(28)中田篤郎編『北京圖書館藏敦煌遺書背面文書集成』（全二册）大阪，私家版，
［出版年不明］

(29)「敦煌土地廟出土文獻照片」李德範校録『敦煌西域文獻舊照片合校』北京，北
京圖書館出版社，2007，pp.393-397
　　　毛詩箋注残巻
　　　敦研 366号：魏和平二年孝經寫本殘巻

(30)「國内藏敦煌文獻照片」李德範校録『敦煌西域文獻舊照片合校』北京，北京
圖書館出版社，2007，pp.398-400
　　　降魔変文一巻（尾題）

(iii)釋録

(1)金谷治『唐抄本鄭氏注論語集成』東京，平凡社，1978（英佛日中） （有）

(2)遼寧省 案館「唐代 案」23『歴史 案』1982年第四期，pp.2-5（有）

(3)王素編著『唐寫本論語鄭氏注及其研究』北京，文物出版社，1991（英佛日中）
（有）

(4)周紹良編著『敦煌寫本《壇經》原本』北京，文物出版社，1997（英中）（有）

(5)李申合校・方廣 簡注『敦煌壇經合校簡注』太原，山西古籍出版社，1999（英
中） （有）

(6)譚蟬雪「青山慶示所捐敦煌文獻及三件校釋」24『敦煌研究』1999年第 2期，
pp.47-54

(7)羅國威箋證『敦煌本《文選注》箋證』成都，巴蜀書社，2000（有）

(8)林世田主編『國家圖書館藏西夏文獻中漢文文獻釋録』25北京，北京圖書館出版
社，2005（有）

(9)勘措吉・黎大祥「武威市博物館敦煌藏文寫本」『敦煌研究』2006年第3期，pp.69-70

22中國各地の圖書館が所藏する寫本寫眞を收録する。敦煌寫本は「第一編 文明之光 二、敦煌遺
書」（pp.003-016）に收められる。

23羅振玉所藏であった文書のうち、戰時中に省立奉天圖書館に收藏され、その後東北圖書館（遼
寧省圖書館に改名）に移管・保管される六件の文書の寫眞と録文。

24敦煌研究院に新たに收藏されることとなった青山杉雨舊藏文書八件（十一種）の目録と三件の
校釋。

25靈武及び黒水城より出土した西夏語文獻中の漢文部分について、カラー寫眞と釋文を收録する。
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(iv)報告書

(1)黄文弼『吐魯番考古記』中國科學院，1954, pp.1-64，圖録 pp.1-123

(2)彭金章・王建軍・敦煌研究院編『敦煌莫高窟北區石窟』（全三卷），北京，文物
出版社，2000-2004

(v)索引

(1)陳晶・王新編『北京圖書館藏敦煌遺書目録索引』26北京，敦煌吐魯番學北京資
料中心，1988

(2)中田篤郎編『北京圖書館藏敦煌遺書典籍名索引』27龍谷大學佛教文化研究所西
域出土佛教研究班（代表 井ノ口泰淳），1987；増訂版：1989

IV. 中國（旅順）
(i)目録

(1)葉恭綽「旅順關東廳所存敦煌出土之佛教經典」28『圖書館學季刊』第 1期第 4
卷，1926，pp.683-691
　再録：商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務印書館，1962，pp.315-317

(2)「大連圖書館旅順博物館藏大谷光瑞氏將來燉煌出土經典目録」27高楠順次郎編
『昭和法寶目録』第一卷「燉煌本古逸經論章疏并古寫經目録」，東京，大正一
切經刊行會，1929，pp.1060-1061

(3)「關東廳博物館大谷家出品目録」27上原芳太郎編『新西域記』下卷，東京，有
光社，1937，pp.10-23
　再録：『東京國立博物館圖版目録大谷探檢隊將來品篇』東京，東京國立博
物館，1971，pp.VIII-XXI

(4) N. Mironov，A List of Fragment of Brahmi Mss. Belonging to Count Ohtani29，
（眞田有美「大谷探檢隊將來梵文佛典資料」に附載）西域文化研究會編『西
域文化研究第四 中央アジア古代語文獻』京都，法藏館，1961，pp.93

26北京圖書館所藏の寫本マイクロフィルム（『劫餘録』部分）の索引。『劫餘録』の千字文番號、
ターゲットナンバー、タイトル、マイクロフィルムのケース番號、敦煌寶藏の册數とページ數が示
される。

27『敦煌劫餘録』に載せられている典籍名を五十音順に排列した索引。マイクロフィルムに附さ
れるターゲットナンバー、劫餘録の葉數、文書の千字文番號、『敦煌寶藏』の卷數、144卷マイク
ロフィルムの卷數、86卷マイクロフィルムの卷數が對照できるようになっている。

28(1)(2)(3)の關係については、『汲古』（第 18號，1990，pp.34-43）所收、中田篤郎「「關東廳博
物館 大谷家出品目録」作成年次について」を參照。(2)と (3)は、經典の配列順序が一致する。

291923年 10月に上海で發表されたもの。關東廳博物館に收藏されていた寫本の目録。30の番
號が寫本斷片ではなく斷片の入れられた包みに振られる。蔣忠新編『旅順博物館藏梵文法華經殘片
――影印版和羅馬字版』（旅順，旅順博物館；東京，創價學會，1997）參照。
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(5)井ノ口泰淳・臼田淳三・中田篤郎共編『舊關東廳博物館所藏大谷探險隊將來
文書目録』30京都，西域出土佛典研究班（代表 井ノ口泰淳），1989

(6)井ノ口泰淳・臼田淳三・中田篤郎共編『旅順博物館舊藏大谷探檢隊將來敦煌
古寫經目録』31京都，龍谷大學佛教文化研究所西域出土佛典研究班刊，1989

(7)小田義久・中田篤郎共編『大谷光瑞氏寄託經卷目録』（全二册）32京都，龍谷
大學佛教文化研究所，1989
　第壹分册：原目録（手稿）の影印
　第貳分册：移録。第一分册を活字化したものに、若干の考證が附される。

(8)尚林・方廣 ・榮新江共撰『中國所藏「大谷收集品」概況――特別以敦煌寫經
爲中心』龍谷大學佛教文化研究所西域研究會，1991（有）

(9)王珍仁・孫慧珍「旅順博物館藏新疆出土的漢文文書概況」『新疆文物』1994年
第 4期（總第 36期），pp.49-55
　日本語譯：王珍仁・孫慧珍（著）・木田知生（譯）「旅順博物館所藏新疆出
土漢文文書の概況」『東洋史苑』第 45號，1995，pp.1-13

(10)王宇・劉廣堂「旅順博物館所藏西域文書：附録 旅順博物館藏西域語文書編號
對照表」北京圖書館敦煌吐魯番學資料中心・台北《南海》雜誌社合編『敦煌
吐魯番學研究論集』北京，書目文獻出版社，1996，pp.205-224

(11)王珍仁・孫慧珍「旅順博物館藏敦煌寫經目録及訂正」敦煌研究院編『段文傑敦
煌研究五十年紀念文集』北京，世界圖書出版公司北京公司，1996，pp.323-327

(ii)圖録

(1)『博物館陳列品圖譜』33關東廳博物館，1925

(2)井ノ口泰淳・臼田淳三・中田篤郎共編『舊關東廳博物館所藏大谷探險隊將來
文書目録（圖版）』34京都，西域出土佛典研究班（代表 井ノ口泰淳），1989

(3)井ノ口泰淳・臼田淳三・中田篤郎共編『旅順博物館舊藏大谷探檢隊將來敦煌古
寫經目録（圖版）』35京都，龍谷大學佛教文化研究所西域出土佛典研究班刊，
1989

(4)京都文化博物館・京都新聞社編集『旅順博物館所藏品展――幻の西域コレク
ション』36，京都，京都文化博物館，1992

30二分册で、別卷に圖版がある。
31別卷として圖版がある。
32原目録の作成年代については、『汲古』（第 18號，1990，pp.34-43）所收、中田篤郎「『關東廳
博物館 大谷家出品目録』作成年次について」p.37を參照。

33「第四十六圖 敦煌發見の寫經」として法華經の卷子一點を收録する。
34二分册で、別卷に目録がある。圖版に寫眞が收録されるのは、目録にある寫本の一部のみであ
る。

35別卷として目録がある。
36p.108「52 寫經卷」、p.109「53 孔目司帖」、pp.112-113「57 印經斷片」の計三點の寫眞を收録
する。
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(5)旅順博物館・龍谷大學共編『旅順博物館藏新疆出土漢文佛經選粹』（旅順博物
館藏トルファン出土漢文佛典斷片選影）京都，法藏館，2006

(6)郭富純・葛華（旅順博物館）、上山大峻・三谷眞澄（龍谷大學西域研究會）監
修『旅順博物館展 西域佛教文化の精華』青森，旅順博物館展實行委員會（東
奧日報社、青森縣、青森市、NHK青森放送局、龍谷大學），2007
　佛典寫本斷片（pp.117-124）
　　 84. サンスクリット語『妙法蓮華經』寫本斷片
　　 85. トカラ語佛典斷片
　　 86. 漢文佛典寫本斷片册
　　 87. 漢文佛典寫本斷片册
　　 88. 漢文佛典寫本斷片
　　 89. 漢文佛典寫本斷片
　　 90. 佛典版本斷片

(iii)釋録

(1)王珍仁・孫慧珍・劉廣堂「旅順博物館藏新疆出土古文書」
(1)『新疆文物』1992年第 4期（總第 33期），pp.115-121
　再録：［原著］及び［和譯］「旅順博物館所藏新疆出土の古文書 (1)」『旅順
博物館藏新疆出土文物研究文集』（龍谷大學西域研究叢書 2）京都，龍谷大學
佛教文化研究所・西域研究會，1993，［原著］pp.32-46；［和譯］pp.93-116
(2)『新疆文物』1994年第 1期（總第 33期），pp.13-20
(3)『新疆文物』1994年第 2期（總第 34期），pp.99-107,115
(4)『新疆文物』1995年第 1期（總第 37期），pp.61-69
(5)『新疆文物』1995年第 2期（總第 38期），pp.29-39

(2)蔣忠新編『旅順博物館藏梵文法華經殘片――影印版和羅馬字版』37（［英文タイ
トル］Sanskrit Lotus Sutra Fragments from the Lüshun Museum Collection
Facsimile Edition and Romanized Text；［日本語表題］旅順博物館所藏梵文
法華經斷簡：寫眞版及びローマ字版），旅順，旅順博物館；東京，創價學會，
1997（有）

(3)郭富純・王振芬『旅順博物館藏西域文書研究』瀋陽，萬卷出版公司，2007（有）
附録：文書録文38

　《關東廳博物館大谷家出品目録》中著録的文書
　從館藏大谷收集品中新整理出的文書
　重要佛教文書録文（附部分道教經典和歴史經典）

V. 中國（李盛鐸舊藏）
(i)目録

37タイトルを含め、すべて中國語・英語・日本語が併記される。見開き左・偶數頁に寫本の鮮明
なカラー寫眞掲載し、右・奇數頁にローマ字轉寫、參考として漢譯（羅什譯）對應文を附す。

38pp.122-257；うち pp.243-257は「館藏碑志」を收録し、寫本ではない。
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(1)『李氏鑒藏燉煌寫本目錄』39民國間
　①燕京大學 格抄本
　②石印本，西諦藏書
　再録：「李氏鑒藏燉煌寫本目録」商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，
商務印書館，1962，pp.318-323
　改題再録：
　「德化李氏敦煌寫本目録」『中央時事周報』「學瓠」第 4卷第 48期 1935年
12月 15日
　「德化李氏敦煌寫本目録」（續）『中央時事周報』「學瓠」第 4卷第 49期 1935
年 12月 25日
　再再録：中央圖書館「德化李氏敦煌寫本目録」鄭學檬・鄭炳林主編『中國
敦煌學百年文庫』文獻卷（一），蘭州，甘肅文化出版社，1999，pp.140-149

(2)『李木齋舊藏敦煌名跡目録第一部分』40北京圖書館 絲欄抄本
再録：「李木齋舊藏敦煌名跡目録」41商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，
商務印書館，1962
　（第一部分）：pp.324-325
　（第二部分）：pp.325-326

(3)「德化李氏出售敦煌寫本目録」『學觚』第一卷第七期，1936，pp.40-44
再録：商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務印書館，1962，pp.323-324

(4)『李木齋氏鋻藏敦煌寫本目録』
再録：榮新江「李木齋氏鋻藏敦煌寫本目録」『敦煌學輯刊』（「李盛鐸藏敦煌
寫卷的眞與僞」に附載）1997年第 2期，pp.1-18
再録：榮新江『鳴沙集――敦煌學學術史和方法論的探討』台北，新文豐出版，
1999，pp.103-146（附録部分：pp.115-143）
英譯：Rong Xinjiang，Appendix I Catalogue of Dunhuang Manuscripts from
Li Muzhai’s Collection（附錄一：李木齋氏鋻藏燉煌寫本目録）（“The Li Sheng-
duo Collection：original or forged manuscripts?”に附載），Susan Whitfield(ed.）,
Dunhuang Manuscript Forgeries, London, The British Library, 2002, pp.62-
83（附録部分：pp.70-80）

39①の抄本では、「金光明經巻第四 有尾」（『敦煌遺書総目索引』0550）の後に、「正法念處經巻
二後魏三藏菩提留支譯 首全」、「沙彌五德十數一巻」の二點が収録されるが、②および再録には見
られない。明治 43年に狩野直喜、小川琢治、内藤湖南、富岡謙藏、濱田耕作の北京での調査結果
に基づき、松本文三郎が「燉煌石室古寫經の研究」（初出『藝文』第貳年第五号，1911，pp.1-26；
『佛典の研究』（東京，丙午出版社，1914）に再録、その pp.118-172）に擧げる九件の寫經は、この
目録の中に含まれている。調査段階では、九件のうち八件が北京圖書館の所藏品であったが、その
後李盛鐸の手に渡ったことを示している。詳しくは、榮新江「李盛鐸藏敦煌寫卷的真與偽」（『敦煌
學輯刊』1997年第 2期，pp.1-18）、高田時雄「明治四十三年（1911）京都文科大學清國派遣員北
京訪書始末」（『敦煌吐魯番研究』第七巻，2004，pp13-27）を参照。

40表紙の題簽のタイトルに從った。實際には、第一部分、第二部分ともにこの一册に收められる。
41榮新江「李盛鐸藏敦煌寫卷的眞與僞」（『敦煌學輯刊』1997年第 2期，pp.1-18）によれば、現
在、第一部分に收録される寫本のうち數點は北京圖書館に、第二部分については上海圖書館に、所
藏されている。
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(5) Appendix II Scattered manuscripts said to be from Li Muzhai’s Collection（附
錄二：散藏各地的所謂李盛鐸藏卷）（“The Li Shengduo Collection：original or
forged manuscripts?”に附載），Susan Whitfield(ed.), Dunhuang Manuscript
Forgeries, London, The British Library, 2002，pp.81-83

VI. 台灣
(i)目録

(1)「前中央圖書館藏卷目」商務印書館編『敦煌遺書總目索引』北京，商務印書館，
1962，pp.314-315

(2)潘重規「國立中央圖書館所藏燉煌卷子題記」『新亞學報』第 8卷第 2期，1968，
pp.321-373＋ 16p.（有）
再録：「國立中央圖書館所藏敦煌卷子題記」『敦煌學』第 2輯，1975，pp.1-55＋
16p.

(3)牧田諦亮「台北中央圖書館の敦煌經」『印度學佛教學研究』第 18卷第 2號，
1970，pp.197-202
中國語譯：牧田諦亮著・楊鍾基譯「台北中央圖書館之敦煌經」『大陸雜誌』第
41卷第 5期，1970，pp.31-34
中國語譯再録：『敦煌學』第 2輯，1975，pp.74-79

(4)石田幹之助著・邱棨鐊「台北圖書館所藏敦煌古鈔目録」『敦煌學』第 2輯，1975，
pp.70-73

(5)金榮華「台北國立歴史博物館藏敦煌卷子跋」『華岡文科學報』第 12期，1980，
pp.269-275（有）

(6)潘重規「國立中央圖書館選展館藏敦煌卷子敍録」『國立中央圖書館館訊』第 8
卷第 4期，1986，pp.416-417

(7)鄭阿財「台北中研院傅斯年圖書館藏敦煌卷子題記」潘重規等著『慶祝呉其昱先
生八秩華誕敦煌學特刊』台北，文津出版社，2000，pp.127-140，pp.355-402

(8)齋藤智寛「傅斯年圖書館藏「敦煌文獻」漢文部分目録補」（「中央研究院歴史語
言研究所傅斯年圖書館藏「敦煌文獻」漢文部分敍錄補」pp.27-52に附載）高
田時雄編『敦煌寫本研究年報』創刊號，京都，京都大學人文科學研究所「西
陲發現中國中世寫本研究班」，2007，pp.50-51

(ii)圖録

(1)潘重規編『國立中央圖書館所藏敦煌卷子』（全 6册）台北，石門圖書公司，1976
　第一册： 1-24
　　 1-2 「大方廣佛華嚴經」東晉・佛陀跋陀羅
　　 3-4 「大方廣佛華嚴經」唐・實叉難陀
　　 5 「佛説如幻三昧經」西晉・法護
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　　 6 「佛説阿彌陀經」姚秦・鳩摩羅什
　　 7 「稱讚淨土佛攝受經」唐・玄奘
　　 8-9 「大乘無量壽經（末題無量壽宗要經）」唐・失譯人
　　 10-11 「佛説無量壽宗要經」
　　 12 「大方等大集經」北涼・曇無讖
　　 13 「佛説大方廣十輪經」北涼・失譯人
　　 14 「佛説佛名經」
　　 15-16 「佛説佛名經」
　　 17 「佛説八陽神呪經」
　　 18-19 「大乘入楞伽經」唐・實叉難陀
　　 20 「維摩詰所説經」姚秦・鳩摩羅什
　　 21-22 「金光明最勝王經殘一卷」唐・義淨
　　 23 「金光明經」北涼・曇無讖
　　 24 「金光明最勝王經」唐・義淨
　第二册：25-51
　　 25-27 「金光明最勝王經」唐・義淨
　　 28 「金光明經」北涼・曇無讖
　　 29 「合部金光明經」隋・寶貴合
　　 30 「大方便佛報恩經」
　　 31 「佛説父母恩重經」
　　 32 「目蓮救母變文（擬）」
　　　　「阿毘達磨具舍論本頌分別界品第一」
　　 33-42 「大般若波羅密多經」唐・玄奘
　　 43-44 「摩訶般若波羅蜜經」姚秦・鳩摩羅什
　　 45 「光讚摩訶般若波羅密經」西晉・法護
　　 46 「大般若波羅密多經」唐・玄奘
　　 47 「佛説金剛般若波羅蜜經」姚秦・鳩摩羅什
　　 48 「金剛般若波羅蜜」
　　 49 「金剛般若波羅蜜經殘一卷」景唐鈔本
　　 50 「摩訶般若波羅密經」姚秦・鳩摩羅什
　　 51 「報恩金剛經文十二段」楊仙鶴
　第三册： 52-71
　　 52-71 「妙法蓮華經」姚秦・鳩摩羅什
　第四册：72-87
　　 72「佛説佛名經（三十卷本）」大乘蓮華寶達菩薩問答報應沙門品第廿八
（大正藏本卷四及十九末）
　　 73-79 「大般涅槃經」北涼・曇無讖
　　 80-87 「大般涅槃經」劉宋・慧嚴等
　第五册：88-106
　　 88 「優婆塞戒」北涼・曇無讖
　　 89 「羯磨」
　　 90 「式叉摩那尼六法」
　　 91 「 尼心」
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　　 92 慧融輯「鳩摩羅什法師誦法殘一卷」景唐鈔本
　　 93 「小鈔（律雜抄）」
　　 94 「四部律竝論要用抄」
　　 95 「大智度論」姚秦・鳩摩羅什
　　 96 「大智度經（論）（七十品釋論之餘）」
　　 97 「大乘百法論」
　　 98 「十地論」後魏・菩提流支
　　 99 「佛性觀（擬）」
　　 100 「大乘密嚴經」唐・地婆訶羅
　　 101 「大佛萬行首楞嚴經」唐・般刺密諦
　　 102 「藥師琉璃光如來本願功德經」唐・玄奘
　　 103 「灌頂經」晉・帛尸梨密多羅
　　 104 「佛頂尊勝陀羅尼經」唐・佛陀波利
　　 105 「大灌頂經」晉・帛尸梨蜜多羅
　　 106 「諸星母陀羅尼經」（唐）・法成
　第六册：107-144
　　 107 「佛説七倶胝佛母心大准提陀羅尼經」
　　 108 「觀音經（法華經普門品）」景唐鈔本
　　 109 「觀世音經（法華經普門品）」
　　 110 「［佛］説觀世音三昧經」
　　 111 「佛説香火本國經（普賢菩薩説證明經）第二」
　　 112 「佛説咒魅神經」
　　 113 「新菩薩經」
　　 114 「大通方廣懺悔滅罪莊嚴成佛經」
　　 115 「大方廣佛華嚴經」東晉・佛陀跋陀羅
　　 116 「金剛般若波羅蜜經論」元魏・菩提流支
　　 117 「大方便佛報恩經」
　　 118 「金光明最勝王經」唐・義淨　附殘葉 甲 乙
　　 119 甲 「妙法蓮華經」姚秦・鳩摩羅什
　　　　乙　同
　　　　丙　佛説法句經（僞經）
　　 120 「吐蕃文佛經殘四卷」
　　　　甲　蕃文無量壽宗要經
　　　　乙　蕃文無量壽宗要經（前段）
　　　　丙　同（後段）
　　　　丁　蕃文大般若（第四部第三十一編，漢本三五四卷）
　　 121 「淨名經關中疏」
　　 122-124 「淨名經關中疏釋抄」
　　 125 「大乘稻 經隨聽疏　背：蕃文寅年敦煌地區脹目」（唐）・法成疏
　　 126 「注維摩詰經」
　　 127 「瑜伽論手記（擬）」
　　 128 「四分戒本疏」（唐）沙門慧述
　　 129 「惟教（務）三昧」
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　　 130 「大乘百法明門論開宗義記」唐・曇曠
　　 131 「成實論義記」□釋其（某?）甲
　　 132 「禪門偈（擬）」
　　 133 「禪源諸詮集都序」唐・宗密
　　 134 「大智度論」姚秦・鳩摩羅什
　　 135 「爲二太子中元盂蘭薦福文」
　　 136 「結壇散食廻向發願文」
　　 137 「勸善經」
　　 138 「大悲觀世音菩薩至道禮文」
　　 139 「道安法師念佛讚文 附入山讚」
　　 140 「金剛般若經旨贊」唐・曇曠
　　 141 印本佛像
　　 142 「太玄眞一本際經」
　　 143 「太上業報因縁經」
　　 144 「太上元陽經 觀山品第十六淨土品第十七莊嚴品第十八」
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